
 肥満が重大な健康問題を起こすにも関わらず、ペットの飼い主はペットの体重が問題であると認識していないとの調査
結果があります。1,7,8  猫や犬の肥満管理では、栄養の役割についてのよりよい理解とコミュニケーション がペットの長生
きに結び付きます。9

キーメッセージ

 ペットの過体重に取り組むための最初の段階は、個々の犬や猫の理想的な体型を認識することです。理想的な体型を
決定する方法は、以下の通りです。 

 体重測定。ただし、体重は健康な体型の一面にすぎません。体重では体の組成について知ることはできません 
（脂肪量と除脂肪量）。体重が同じでも、加齢とともに脂肪量は増加し、除脂肪量が減少することがあります。  

 Purinaの 9 段階のボディコンディションスコア （BCS）システム： 

 猫の理想的な BCS は 5 で、犬は 4～5 です。 

 ペットの BCS が 7 を超えると肥満と見なされます。 

 飼い主はペットの状態を過小評価しがちですが、10 研究によれば、飼い主が　BCS スコア表を見ると、 BCS を
正しく認識できるようになります。11,12 

 4 段階のマッスルコンディションスコア（MCS）システムで筋肉量を評価すると、過体重のペットでも起こりうる除脂
肪体重の減少を理解するのに役立ちます。

 食事療法は、理想的な体型の実現と維持のために、体重管理の基礎となるものです。 

 目標体重に対する維持エネルギー必要量（MER）を計算して、減量に必要なペットの 1 日のカロリー許容量を算出
し、その許容量を 25～40 % 減らします。 

 カロリー制限は、猫では 1 週間に体重の 0.5～1 %、犬では 1～2 %の緩やかな体重減少を目指します。13 MER には
個体差があり、平均値の 50 % も異なることがあり、望ましい体重減少率を達成するためには、摂取量を調整する
必要がある場合があります。急速な体重減少は理想体重に達した後にリバウンドする可能性があります。 

犬と猫の肥満

世界中で、ペット猫の最大 63 % 、ペット犬の 59.3 % が過
体重または肥満であると推測されています。1  この状態は、
変形性関節症や猫の糖尿病などの多くの疾患に関連してい
ます。2,3  過体重または肥満のペットは、そうでないペットほ
ど長生きしないことも研究により示されています。4–6

治療のための栄養

体型の異常
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キーメッセージ（続き）

 1 日のカロリー許容量に基づき詳細な減量計画を作成します。14 

 飼い主が与えるべき食事を正確に把握します。 

 カロリーに対する必須栄養素の比率を高め、必須栄養素の摂取を維持しながらカロリーを制限する食事を与え
ます。 

 主要な栄養素はタンパク質と食物繊維です。 

 大豆イソフラボンやカルニチンも有効です。 

 自家製の食餌を選択される場合は、獣医栄養士にご相談ください。公開されているレシピの多くは、栄養的に適
切ではなく、健康上の問題を引き起こす可能性があります。15  

 確実に体重管理を成功させるには、フードの計量が有効です。グラムで計量するのが最も正確ですが、計量カップ
も有用です。 

 おやつなどを 1 日の総摂取カロリーに加味します。総カロリーの 10 %　未満に制限しましょう。 

 ペットがカロリー制限されているとき、飼い主は食べ物を求める行動を管理できるようにします。食品に関連しない
活動や、食品の知育玩具の使用に関する提案も含めます。 

 4 週間ごとに体重、BCS、MCS を管理し、必要に応じて摂取カロリーを調整します。14 

 ペットの体重が減るにつれて MER が変化することがあります。 

 目標体型を達成した後も、ペットのエネルギー必要量は減量前より少なくなります。カロリー許容量を 10 % 増やす
ことから始め、体重を維持するために必要に応じて調節します。 

 飼い主の信念や行動は、ペットの肥満に対処する時期、あるいは対処するかどうかに影響します。9,16 

 ペットと飼い主の関係に注意を払います。 

 動物用栄養学によりペットの生活の質が向上し、疾患を予防できることを強調します。
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ER/CRCE

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報
を提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。


